
四

溶
接
工
程
表

五

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
、
期
日
及
び
場
所

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量
、
溶
接
部
の
設
計
及
び
溶
接
施
行
法
並
び
に
溶
接
を
行
う
者
の
氏
名
を
記
載

し
た
溶
接
明
細
書

二

溶
接
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

三

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
容
器
又
は
管
の
構
造
図

四

溶
接
部
の
設
計
図

３

法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
溶
接
を
し
た
使
用
施
設
等
で
あ
つ
て
輸
入
し
た
も
の
の
当
該
溶

接
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
容
器
又
は
管
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
個
数
、
最
高
使
用
圧
力
、
最
高
使
用
温
度

並
び
に
内
包
す
る
放
射
性
物
質
の
種
類
及
び
濃
度

三

溶
接
施
行
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

四

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
、
期
日
及
び
場
所

４

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

二

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
容
器
又
は
管
の
構
造
図

三

溶
接
部
の
設
計
図

四

溶
接
（
前
条
第
七
号
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
に
つ
い
て
の
漏
止
め
溶
接
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
材
料
試

験
、
開
先
試
験
、
溶
接
作
業
試
験
、
非
破
壊
試
験
（
次
条
第
二
号
に
規
定
す
る
溶
接
部
に
関
す
る
も
の
に
限

る
。）、
機
械
試
験
（
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
溶
接
部
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）及
び
耐
圧
試
験
又
は
漏
え

い
試
験
の
結
果
に
関
す
る
資
料
並
び
に
溶
接
後
熱
処
理
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

５

第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
申
請
書
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
項
の
書
類
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
又
は
第
三
項
の
申
請
書
及
び
前
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

第
二
条
の
八
及
び
第
二
条
の
九

削
除

（
溶
接
検
査
の
実
施
）

第
二
条
の
八

法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
検
査
（
溶
接
を
し
た
使
用
施
設
等
で
あ
つ
て
輸
入
し
た
も
の
の
当

該
溶
接
に
つ
い
て
の
検
査
を
除
く
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
工
程
ご
と
に
行
う
。

一

溶
接
作
業
を
行
う
と
き
（
第
二
条
の
六
第
七
号
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
に
つ
い
て
の
漏
止
め
溶
接
に
係

る
場
合
及
び
溶
接
作
業
の
標
準
化
、
溶
接
に
使
用
す
る
材
料
の
規
格
化
等
の
状
況
に
よ
り
、
原
子
力
規
制
委

員
会
が
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
こ
の
工
程
に
お
け
る
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
場

合
を
除
く
。）。

二

法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
（
以
下
「
溶
接
の
技
術
基
準
」
と
い
う
。）に
よ

り
非
破
壊
試
験
を
必
要
と
す
る
溶
接
部
に
つ
い
て
は
、
非
破
壊
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
つ
た

と
き
。

三

溶
接
の
技
術
基
準
に
よ
り
機
械
試
験
を
必
要
と
す
る
突
合
せ
溶
接
部
に
つ
い
て
は
、
機
械
試
験
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
状
態
に
な
つ
た
と
き
。

四

耐
圧
試
験
又
は
漏
え
い
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
つ
た
と
き
（
第
二
条
の
六
第
七
号
に
規
定

す
る
容
器
又
は
管
に
つ
い
て
の
漏
止
め
溶
接
に
係
る
場
合
を
除
く
。）。
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